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「てぶくろのなかに いるのは どなた？」
「チュウチュウねずみと ゲコゲコがえると ピョンピョコうさぎ。あなたは？」
「コンコンぎつね。わたしも いれて。」
てぶくろの なかは 4ひきになり、にぎやかになりました。

「もう、すきまが ありませんよ。」
「いやいや。 どうしても はいって みせるぞ。」
てぶくろのなかは、6ぴきになり、もう ぎゅうぎゅうです。

つぎに きつねが やってきました。つぎに きつねが やってきました。
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「チュウチュウねずみと ゲコゲコがえると ピョンピョコうさぎと コンコンぎつね。あなたは？」
「はいいろおおかみだ。たのしそうだな。 おれも なかまに いれてくれ。」
てぶくろの なかは 5ひきになり、どうぶつたちで いっぱいに なりました。

「てぶくろのなかに いるのは だれだね。」
「チュウチュウねずみと ゲコゲコがえると ピョンピョコうさぎと コンコンぎつねと 
 はいいろおおかみ。あなたは？」
「ずんぐりいのしし。わたしも いれておくれ。」

「あった、あった。ここに おとして いたのか。」
なにも しらない おじいさんは、てぶくろを ひろいあげると、
あたたかい いえへと、かえって いきました。

ある ふゆのひ のことです。
おじいさんが こいぬと もりの なかを、あるいて いました。
おじいさんは あるいている うちに てぶくろを かたほう おとして しまいました。

つぎに やってきたのは いのししです。つぎに やってきたのは いのししです。
すると こんどは おおかみが やってきました。
「てぶくろのなかに いるのは だれだ？」
すると こんどは おおかみが やってきました。
「てぶくろのなかに いるのは だれだ？」
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そのころ、もりを あるいていた おじいさんは、てぶくろが かたほう ないことに きづきました。
「ああ、こまった。こまった。」
おじいさんは さっそく、てぶくろを さがしに もどって いきました。 

そこへ、ねずみが やって きました。
「なんて あたたかそう なんだ！ ここで くらすには ちょうどいい。」
ねずみは、てぶくろの なかに はいりこみました。

「チュウチュウねずみと ゲコゲコがえると ピョンピョコうさぎと コンコンぎつねと 
 はいいろおおかみと ずんぐりいのしし。あなたは？」
「のっそりぐま。わしも はいるぞ。」

「チュウチュウねずみと ゲコゲコがえる。あなたは？」
「ピョンピョコうさぎ。ぼくも いれて。」
「どうぞ、どうぞ。」
こうして てぶくろの なかは 3びきに なりました。

そのとき、おおきな くまが やってきました。
「だれだ。 てぶくろのなかに いるのは。」
そのとき、おおきな くまが やってきました。
「だれだ。 てぶくろのなかに いるのは。」

しばらくすると、うさぎが ピョンピョン とんできました。
「なかに いるのは だあれ？」
しばらくすると、うさぎが ピョンピョン とんできました。
「なかに いるのは だあれ？」
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ところが、おじいさんは なにも きづかずに そのまま あるいて いって しまいました。　すると、おじいさんの こいぬが てぶくろを みつけて かけてきました。
てぶくろは むくむくと うごいていました。
こいぬは ワンワンと ほえました。
おどろいた どうぶつたちは、てぶくろから とびだして にげました。

「チュウチュウねずみ。あなたは？」
「ゲコゲコがえる。じぶんも はいってもいい？」
「もちろんです。どうぞ。」
こうして 2ひきは てぶくろの なかで あたたまりました。

「いえいえ、 もう まんいんです。」
「いや、ぜったい  はいって みせるぞ。」
てぶくろのなかは 7ひきになり、もう パンパンです。
てぶくろは いまにも はじけそうです。

すると、かえるが やってきました。
「てぶくろの なかに すんでいるのは だあれ？」
すると、かえるが やってきました。
「てぶくろの なかに すんでいるのは だあれ？」


